
 

 

「地域共生のいえ」とは、オーナー自らの意思により、営利を目的としない地域の公益的なまちづくり活動

の場として、地域の絆を育み開放性のある活用がなされている私有の建物をいいます。一般財団法人 世田谷ト

ラストまちづくりは、令和３年度「地域共生のいえづくり支援事業」の対象として、「らくらくハウス」を支

援しました。この憲章は、「らくらくハウス」の想いをわかりやすい形で伝えるために作成されたものです。

この場が地域の皆さんに愛され、まちづくり活動の場として育っていくことを期待します。 

「らくらくハウス」 

地域共生のいえ憲章 

 

「自分で自分の学びをつくり、みんなでみんなの安心をつくる」 

 

自分たちの問題はご近所で助け合って解決していく。 

そうすることで安心できる地域、居心地の良い地域に 

近づくのではないでしょうか。 

 

そのためには知り合う機会、集う場所が必要です。 

そして多様な生き方を受け入れる精神が必要です。 

 

2020 年の末、二子玉川駅近くのこの家を 

地域のために活用することに決めました。 

ここはみんなでつくる、みんなの居場所です。 

 

“Open-Minded”とは、心をひらいている状態や、 

偏見なく受け入れるという意味の言葉です。 

社会が変わり続ける中、家も心もひらいて、 

赤ちゃんからお年寄りまでたくさんの方を迎い入れ、 

地域とともにあり続けたいと思います。 
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らくらくハウス 

 

 


